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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

イオンビーム育種は我が国発祥の独創的、かつ世界を先導する技術で

ある。本提案では、これまでランダムで偶発的と考えられてきた突然変

異誘発を、目的の変異を高頻度で誘発し、得られる突然変異を制御して

効率的な育種素材を創成する技術開発を目指し、植物の量子ビーム誘発

突然変異の分子機構の全容を解明する。 

 

２．総合評価 
B 

・植物細胞に関するDNA修復研究は、動物細胞でのそれに比べて、質・

量共に更なる躍進を期待したい分野である。本研究は組み換え技術によ

る変異誘発株と量子ビームを組み合わせることによる高頻度に変異体

が得られるシステムの開発に関し、計画に従ったある程度の進捗の足跡

が残されており、相応の成果が挙げられている。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 


